
【取組内容①③】 「同時共同編集を活用した「対話的な学び」の充実・「構造化」の取り組み（低学年）」

喬木第二小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

２年生

友だちの考えをもとに
クラスの考えを構造化 自分の考えに反映

授業の流れ
1. 課題の提示
2. はじめの考えを入力
3. 友だちの考えをもとにクラスの考
えを構造化

4. ジャムボードやスプレッドシート
をもとに、話し合い活動（必要に
応じて）

5. 構造化された考えをもとに自分の
考えを更新

タイピングに時間がかかる
ため、家庭で事前に入力

２年生でも、自分なりの分類を
考えて、構造化に取り組める



【取組内容①】 「小規模校におけるクラウドを活用した複式指導の取り組み」

喬木第二小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

これまでの複式指導では、一斉指導をベースに、ずらしとわたりを行って、学習状況を教師が目視で確認していたが、クラ
ウドのモニタリングができるようになったことで、学級間をわたるのではなく、個人をわたる感覚で個別に指導のタイミン
グが把握できるようになった。また、あくまで子ども主体の学習をベースにしているので、教師が主導して学習を開始する
「ずらし」が必須でもなくなった。



【取組内容①】 「小規模校におけるクラウドを活用した異学年の学び」

喬木第二小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3

各自の取り組みや進捗を把握できる
「ふりかえり」シートを連学年で作成

各児童が自分の取り組むファイルを作成し、自分でシートに貼り付け。
全員が参照できる仕組みを構築。

※複式の授業として各学年の目標を据えつつ、同じ教材もしくは系統的につながる
教材（教材は異なるが同じ「書くこと」について扱う教材など）を設定する。

• 異学年でクラウド上の学習データを参照しあいながら学び合える。
• 異学年での学びの環境を設定することで、上の学年はより経験をいかして下の学年に教えることができる。
下の学年も上級生とは異なる視点を持っていることもあり、異学年で対等に議論ができる。
⇒学年を超えて刺激しあえる関係になり、自己肯定感の向上にもつながる。

• これまでは、異学年での学習において、課題を用意したり、それぞれの学習を参照するのに多大な手間が
かかっていたが、クラウドで簡単に実現できるようになった



【取組内容④】 「職員会・学年会フルクラウド化の取り組み」

喬木第二小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-4

試行１回目
職員会資料は各担当者がClassroomにそれぞれ投稿

⇒資料の順番がバラバラで見づらいと指摘
次回は、一つのドキュメントに見出しを付けて、資料を直接
入力かファイルのリンクを挿入する形に変更

共同編集で週歴を作成
担当が自分で編集、即時反映で効率化



【取組内容④】 「職員会・学年会フルクラウド化の取り組み」

喬木第二小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-５

クラウド職員会 改善版

• Googleドキュメント内に各資料のリンクを挿入
• 職員会までに事前に目を通すようにする
• 職員会当日は基本的には説明なし

リンク先に詳細な内容

• 資料へのアクセスが楽になった／いつでも資料を閲覧できるので隙間時間で作業できるようになった
• 今まで１時間かかっていた職員会が３０分に短縮
• 浮いた時間は事務作業やテーマトークでの児童理解、研修に充てている
• 学年会、教務会も同じ仕組みをとることで、すべての会が有機的につながり、内容が精選された
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